
（平成２９年１０月分） 

部 門 市況の概要 

（青果部の動向） 
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果 実 

 

 １０月の青果物の入荷量は，天候不順や台風等生育に不利な

条件にもかかわらず，前年同月並みであった。しかし，下位等級

品比率が高くなったため，単価は２８％下回った。 

 １１月は，１２月にかけて出荷のピークを迎える聖護院だい

こんや大かぶ，海老いも等の秋冬野菜や，春菊やはくさい，菌
きん

茸
たけ

等の鍋商材の増加が期待される。また，みかんは早生種，リンゴ

はサンふじが主力になり，カキは刀根
と ね

・平核
ひらたね

無
なし

柿に替り，富
ふ

有
ゆう

柿，アンポ柿等の入荷が増え，あまおう等いちごの入荷が始ま

る。 

 

 

 野菜の入荷量は，前年同月並みであり，単価は３１％下回っ

た。 

 根菜類の入荷量は長雨の影響により前年同月比で８％下回っ

た。また，消費需要は高かったものの，加工需要が低く，単価も

４７％下回った。 

 葉菜類の入荷量は前年同月比で２４％上回り，単価は５３％

下回った。 

 果菜類の入荷量は前年同月並みであり，単価は２４％下回っ

た。 

 土物類の入荷量は，主産地の出荷調整等の影響により前年同

月比で２１％下回った。また，小玉比率が高く，単価も１５％下

回った。 

  

 

 果実の入荷量は，前年同月比で６％上回り，単価は６％下回

った。 

 柑橘類の入荷量は，天候不順の影響により出荷量が減少し，

前年同月比で２０％下回った。また，下位等級品比率が高く，単

価も６％下回った。 

 リンゴ類の入荷量は，天候不順の影響により小玉比率が高く，

前年同月比で５％下回り，単価は１１％下回った。 

 カキ類の入荷量は前年同月比で３９％上回り，単価は１６％

下回った。 

 ブドウ類の入荷量は前年同月比で４９％上回り，単価は

１３％下回った。 

 

 

 

 

 

 

 



 

主要品目（野菜） 市況の概況 

【根菜類】 

長ダイコン 

 

 

 

 

西洋ニンジン 

 

 

【葉菜類】 

ハクサイ 

 

 

 

キャベツ 

 

 

 

ホウレンソウ 

 

 

 

レタス 

 

 

【果菜類】 

キュウリ 

 

 

 

ナス 

 

 

 

 

 

ト マ ト 

 

 

 

 

ピーマン 

 

 

  

石川，北海道を中心に入荷された。長雨の影響により入荷量

は前年同月比で２０％下回った。また，加工需要が低く，単価

も４２％下回った。  

 

 

北海道を中心に入荷された。入荷量は前年同月比で３８％上

回り，単価は７１％下回った。 

 

 

長野を中心に茨城，滋賀からも入荷された。入荷量は前年同

月比で３７％上回り，単価は６２％下回った。 

 

 

群馬，長野，茨城，滋賀から入荷された。入荷量は前年同月

比で６％上回り，単価は６５％下回った。 

 

 

 岐阜，茨城，和歌山を中心に京都，滋賀からも入荷された。

入荷量は前年同月比で１１％上回り，単価は２９％下回った。 

 

 

長野，茨城，兵庫から入荷された。入荷量は前年同月比で

３０％上回り，単価は７３％下回った。 

 

 

 北海道，福岡，佐賀を中心に滋賀，京都からも入荷された。

入荷量は前年同月比で８％上回り，単価は３３％下回った。 

 

 

 高知，岡山，熊本，福岡，徳島，岐阜を中心に京都からも入

荷された。入荷量は１０月下旬の台風の影響により激減し，前

年同月比で１２％下回った。また，台風後単価高で推移したも

の，単価も前年同月比で１６％下回った。 

 

 

 北海道，岐阜，熊本，福岡，京都から入荷された。入荷量は

１０月下旬の台風の影響により前年同月比で６％下回った。ま

た，単価の安い秋夏産地の比率が高く，単価も２１％下回った。 

 

 

 茨城，大分，兵庫を中心に入荷された。入荷量は前年同月比

で１５％上回り，単価は３５％下回った。 

 



【土物類】 

バレイショ 

（メーク含む） 

 

 

 

タマネギ 

 

 

 

 

【その他野菜】 

松茸 

 

 

 

 

栗 

 

 北海道を中心に入荷された。９月以降小玉比率が続き，入荷

量は前年同月比で２０％下回り，小玉比率の高さから単価も

４０％下回った。 

 

 

 北海道を中心に兵庫からも入荷された。北海道産の出荷調整

の影響により，入荷量は前年同月比で２９％下回った。相場は

安定していたが，前年が単価高で推移したため，単価は前年同

月比で１０％下回った。 

 

 

 国産は京都，長野，岩手，和歌山，山口，広島を中心に入荷

され，外国産は中国，北米，韓国を中心に入荷された。入荷量

は前年同月比で５１％下回り，単価は１２２％上回った。 

 

 

 愛媛，京都，熊本を中心に入荷された。入荷量は前年同月比

で１３５％上回り，単価は３４％下回った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



主要品目（果実） 市況の概況 

 

極早生みかん 

 

 

 

 

津軽 

（サン含む） 

 

 

ふじ 

（サン含む） 

 

 

 

富有柿 

 

 

 

刀根・平核無柿 

 

 

 

巨峰 

 

 

 

アールス 

 

 

 

 和歌山，福岡，熊本を中心に入荷された。長雨や台風の影響

により入荷量は前年同月比で２１％下回った。また，天候不順

の影響により下位等級品比率が高く，単価も６％下回った。 

 

 

 青森から入荷された。入荷量は前年同月比で５９％上回り，

単価は前年同月並みであった。 

 

 

青森，岩手から入荷された。小玉比率が高く，入荷量は前年

同月比で９％下回った。また，他品種の入荷が潤沢であったた

め，相場が低迷し，単価も１０％下回った。 

 

 

 奈良，福岡から入荷された。大玉比率が高く，入荷量は前年

同月比で４％上回り，単価も５％上回った。 

 

 

 和歌山，福井，奈良から入荷された。入荷量は前年同月比で

５７％上回り，単価は１９％下回った。 

 

 

 長野，山梨から入荷された。入荷量は前年同月比で６０％上

回り，単価は１２％下回った。 

 

 

 静岡，茨城から入荷された。９月，１０月の天候不順により，

小玉比率が高く，入荷量は前年同月比で１６％下回り，単価も

４％下回った。 

 

 

 


